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親の期待を受けた大学生の反応様式の検討 
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 根市 さくら 
【目的】 

青年期は, 親に対して依存と独立の葛藤が起こ

る時期であり(託摩・安香, 1980）, 葛藤が生じや

すい状況として親から期待を受ける状況が挙げ

られる。親の期待研究において, 子どもが親の期

待に対して同じ行動をとっても, 期待に応える理

由は様々である可能性が指摘されている（河村, 
2002）。そのため, 行動の実行理由を含めて, 親の

期待を受けた子どもが喚起する感情と, その感情

に伴う行動との関連を検討する必要がある。また, 
池田 (2011) は, 親の期待と青年が抱く目標との

一致・不一致から, 感情と行動の詳細な分類の必

要性を指摘している。本研究では, 親の期待を受

けた大学生が喚起する感情, 期待に対する行動, 
行動の実行理由について, 親の期待と大学生の目

標との一致・不一致ごとにどのような違いが見ら

れるか, 探索的に検討することを目的とする。 
【方法】 

調査対象者：首都圏国立大学生 39 名（男性 16
名, 女性 23名）。調査時期：2017年 12月から 2018
年 1 月。調査方法：質問紙法。調査内容：大学入

学後に親の期待を感じたか否か, 2 件法で回答を

求めた。「期待を感じたことが有る」と回答した

者には, ①親からの期待の内容, ②親の期待と本

人の目標との一致・不一致 (2 件法), ③親の期待

を受けて喚起した感情, ④親の期待に対してとっ

た行動, ⑤親の期待に対する行動の実行理由につ

いて; また「期待を感じたことが無い」と回答し

た者には, 期待を感じないことをどのように捉え

ているかについて, 自由記述式で回答を求めた。 
【結果】 

 自由記述で得られた回答は, 心理学を専攻する

大学院生 2 名により, KJ 法を用いて分類された。

感情・行動・行動の実行理由のカテゴリー分けに

ついて, 「一致」の場合を Table1 に, 「不一致」

の場合を Table2 に示す。 

 

 
【考察】 

 一致群の感情として「アンビバレント感」が新

しく抽出された。「アンビバレント感」は, まるで

親の期待と自分の目標が一致していないかのよ

うな感情であり, 一致しているという回答と矛盾

する結果が示された。また, 行動の実行理由とし

て「期待の優先」と「必要性」が, 一致群のみで

抽出された。「期待の優先」と「必要性」から, 親
の期待に応えないことに対して罪悪感や見捨て

られ不安を抱いていることが考えられる。このこ

とから, 一致群で「アンビバレント感」が抽出さ

れた矛盾する結果について, 親の期待に応えない

ことに対する罪悪感や見捨てられ不安から, 親の

期待と自分の目標は一致しているつもりである, 
一致させたいという思いが生じ, 一致群と回答し

たことが考えられる。また, 一致群の中には, 親
の期待と自分の目標にズレがあることを自覚で

きていない「隠れ不一致者」が存在する可能性が

示唆される。 


